
第３学年 技術・家庭科学習指導案

１ 単元名 マルチメディアを利用して表現や発信をしよう

２ 単元の評価規準

観点 生活や技術への 生活を工夫し創造す 生活の技能 生活や技術について
関心・意欲・態度 る能力 の知識・理解

評 すすんで作品の製作 情報を的確に伝える ｿﾌﾄｳｪｱの基本的な操 ページのしくWeb
価 に取り組み情報の収 ために ページの 作ができる。 みを理解する。Web
規 集や発信を生活にい 構成や文字の大きさ 情報モラルについて
準 かそうとする。 表現の工夫ができる 理解できる。。

３ 単元について

○（本単元において，つけたい力と教材化の関連性や，有効性について）

高度情報通信社会の進展はめざましく，社会全体が 化へ進む中で，子供たちの周囲にはあらIT

ゆる情報が溢れている。この情報化社会に適応するためには，情報を効率よく収集し，生活を豊

かにするために活用することが必要である。つまり，情報活用能力の育成が重要な課題となる。

情報活用能力の育成には，情報を的確に受け取るだけではなく，自ら情報の取捨選択をし，情報

の発信者としての資質を養う教育が重要になってくる。また，情報発信に関わって著作権侵害の

問題やﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰ侵害の問題，情報犯罪の問題など情報化社会の光と影の部分についても正しく判

断する力が必要になる。

本単元では， ページの作成を通して情報収集の方法を学び情報活用の方法や，情報の発信Web

について考えさせたい。また， ページの作成テーマについては，生徒の身近に存在する油山Web

の豊かな自然を題材とした「油山の自然」とし，油山の自然に関するあらゆる情報(植物分布，生

物の生態，四季の風景，地形の特色，岩石，油山の自然と歴史，油山の施設や建造物等)を収集し

地域の情報として発信することで生徒の関心を高め，情報活用能力の向上につなげたい。

○（生徒の実態について）

本校 年生の ％の生徒がパソコンへの関心があると答えており，授業の中でコンピュータ操3 80

作に意欲的に取り組んでいる。家庭でパソコンを使用している生徒は ％を超えており，そのほ80

とんどはインターネットでの調べ物である。 ％の生徒は文書作成や表計算ソフトなどを使用し8

ている。しかし， サイトの閲覧はできるが サイトの作成方法はほとんどの生徒が知らなWeb Web

い。

○（指導にあたって：指導内容や指導方法の留意点や工夫点）

本単元の指導にあたっては，まず， ﾍﾟｰｼﾞの制作におけるマルチメディア素材の収集方法Web

Weや基本的なソフトウェアの操作方法を習得させ 情報活用能力の向上を図りたい 次に 多くの， 。 ，

ページの閲覧をさせ，レイアウトやデザインについて工夫しているところに気づかせる。さらに

マルチメディア素材の収集方法やソフトウェアの操作方法を知らせる。ここでは 「油山の自然」，

という身近な題材をテーマにした ページを制作させる。最後に，作品を相互評価し，良い点Web

や改善すべき点を発表させ，自分の作品の改善につなげる。また，情報モラルを意識した ペWeb

ージの制作ができたか自己評価させる。



５ 本時 平成１９年９月２０日（木） ５校時 教室（ ／ ）PC 10 12
・本時の指導観

前時までに生徒は， ページの作成について学び 「○○中学校を紹介しよう」というテーWeb ，
マで約５ページの ページ作成に取り組んできた。片江中学校の所在地，校舎，生徒会活動，Web

， ， ， ，部活動 油山の自然についてのページを作成し その作成過程でワープロソフト 表計算ソフト
図形処理ソフトを活用した。多くの生徒は意欲的に取り組んでいる。理解の遅い生徒には生徒が
教えあう姿も見られた。

本時は 「油山の自然」をテーマにした作品を班ごとに発表し，次に，グループでお互い発表し，
た作品について良い点と改善すべき点をまとめる。さらに，意見交換をし，作品の良い点と改善
すべき点を相互評価する。

①本時の評価規準・評価方法

関：作品をテーマに沿ってわかりやすく発表しようとしている。 ＜様相チェック＞

工： ページの内容がテーマに沿った組み立てになっている。＜作品分析＞Web

②資料等 学習プリント(発表の原稿と記録)

③本時の指導計画・評価計画

Ｂ・Ａの状況
過程 学 習 活 動 指導上の留意点 形態 配時

Ｃの生徒への手だて

導 入 １．前時の学習内容を確 一斉 ２
認する。

展 開 ２．本時の学習目標を確 ３
認する。

わかりやすく作品を発表 発表の仕方を確認す Ａ発表原稿をまとめ
しよう る ポイントをわかりや

すく作品を発表でき
３．作品を発表する ① ﾍﾟｰｼﾞをわか る 個人 １７Web

りやすく発表しよう Ｂ原稿に沿って作品の
・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰでの紹介 ②ｸﾞﾙｰﾌﾟで意見をま 発表ができる
・作品内容の説明 とめよう Ｃ発表の内容を指示し

③評価のﾌﾟﾘﾝﾄをまと 意欲を喚起する
めよう １０

Ａ発表を真剣に聞き適
切な評価ができる

ｸﾞﾙｰﾌﾟ４・作品の相互評価 評価プリントの記入 Ｂ発表を聞きﾌﾟﾘﾝﾄに
・作品の良い点と改善す について説明をする まとめた内容を報告 １５

べき点をｸﾞﾙｰﾌﾟでまと できる
める Ｃ発表の内容をﾌﾟﾘﾝﾄ

にまとめるように指
５．意見交換 プリントの記録を見 示する 一斉
・作品の良い点と改善す て良い点と改善点を ２

べき点を発表する 発表する

１

まとめ ・本時の学習のまとめを

おこなう

・次時の確認



４．単元の指導計画・評価計画 情報通信ネットワーク（ 時間）12
目標 ○情報通信ネットワークに関心をもち，情報を収集したり発信したりする。

○目的に応じて，情報通信ネットワークの利用方法を工夫する。
○情報通信ネットワークを利用して情報を収集，判断，処理し，発信することができる。
○情報の伝達方法の特徴と利用方法に関する知識を身につけ，コンピュータを利用したネットワークのあり方について理解する。

（関心・意欲・態度） （工夫・創造・技能・知識・理解）
配時 学習活動・内容 指導上の留意点 評価規準

おおむね満足できる 十分満足できる状況
＜評価の方法＞ 期待する姿 状況

【 】 【 】B A
４ 情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸ

４ ( ) ﾍﾟｰｼﾞのしくみ ・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ上の ﾍﾟｰｼﾞ 関：情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸに関心 ・情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸの話に1 web web
・ ﾍﾟｰｼﾞの構造 を活用してﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱを体 をもち，情報伝達方法 熱心に耳を傾けていweb
・ ﾍﾟｰｼﾞの作成ｿﾌ 験できるようにする。 の特徴と利用方法につ る。web

ﾄｳｪｱ いて調べようとしてい
・閲覧に関するｿﾌﾄｳｪ る。

ｱ ＜様相チェック＞ ・検索ﾂｰﾙを操作して ・検索ﾂｰﾙを操作し，
知：情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸを利用 指定された情報を収 情報を検索し，ﾃﾞｰﾀ

した情報の伝達方法の 集することができ を保存できる。
特徴と利用方法に関す る。
る知識を身に付けてい
る。
＜プリント分析＞

２ ( )ｲﾝﾀｰﾈｯﾄでの情報の ・ﾌﾞﾗｳｻﾞｿﾌﾄから，文字情 関：ｲﾝﾀｰﾈｯﾄなどを利用して ・情報伝達方法の特徴や ☆： の生徒への手だて2 C
収集 報や画像情報をﾃﾞｰﾀとし 情報の収集をしようと 利用方法について調べ サーチエンジンへのキーワードのヒン

・知りたい情報の確 て保存する方法を考えさ している。 ようとして，さまざま トで与えたり，ブラウザソフトウェア
認 せる。 ＜様相チェック＞ なﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを見てい の操作方法を教師が師範し提示したり

・ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄの利用 ・複数の情報から信ぴょう 技：ｲﾝﾀｰﾈｯﾄなどを利用して る。 する。
・情報の信ぴょう性 性を確認させる。 情報を収集することが
・分類ﾒﾆｭｰやﾘﾝｸ集か ・分類項目の選択について できる。

らの検索 知らせる。 ＜技能チェック＞
・ｷｰﾜｰﾄﾞによる検索 ・知りたい情報のｷｰﾜｰﾄﾞを 知：ｲﾝﾀｰﾈｯﾄなどの利用時に ・指示されたことばを ・閲覧ｿﾌﾄの操作方法

考えさせる。 必要な応用ｿﾌﾄｳｪｱの操 閲覧ｿﾌﾄで調べるこ を知り自分の関心の
作に関する知識を身に とができる。 あることがらを調べ
付けている。 情報を整理しながら
＜プリント分析＞ ﾃﾞｰﾀを保存できる。

工：目的に応じた適切な利 ・個人情報を守るため ・個人情報を守るたﾕｰ
用手段の選択を工夫し にﾕｰｻﾞｰ やﾊﾟｽﾜｰ ｻﾞｰ やﾊﾟｽﾜｰﾄﾞのID ID
ている。 ﾄﾞの必要性を説明で 必要性をﾈｯﾄﾜｰｸ犯罪
＜活動チェック＞ きる。 と関連づけて説明で

きる。
・指示に従って，ｲﾝﾀｰ ・課題を解決できるよ

ﾈｯﾄで情報を収集す うな情報をｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
ることができる。 などで収集し保存が

できる。
・知りたい情報を効率 ・目的に応じた検索を

よく検索する方法を 見つけ効率よく検索
考えている。 し情報を探し出すこ

とができる。



（関心・意欲・態度） （工夫・創造・技能・知識・理解）
配時 学習活動・内容 指導上の留意点 評価規準

おおむね満足できる 十分満足できる状況
＜評価の方法＞ 期待する姿 状況

【 】 【 】B A
( ) ﾍﾟｰｼﾞの作成 ・ ﾍﾟｰｼﾞの作成方法を 関： 作成ｿﾌﾄｳｪｱを利用 ・ ﾍﾟｰｼﾞ作成ｿﾌﾄを操 ・ﾃｰﾏに沿った ﾍﾟ ・ﾃｰﾏに沿った ﾍﾟ3 web web web web web web

４ ・ﾒｲﾝﾃｰﾏに沿ったｻﾌﾞ 確認しポイントを説明す して情報を発信しようと 作し，目的に応じたﾍﾟ ｰｼﾞの作成ができる ｰｼﾞを創意工夫して。
ﾃｰﾏの決定 る。 している。 ｰｼﾞの作成ができる。 作成することができ

・ ﾍﾟｰｼﾞの作成 ・ﾃｰﾏに沿った内容の構成 工： ﾍﾟｰｼﾞ作成ｿﾌﾄを利 る。web web
・適切な情報の伝達 に注意する 用して目的に応じた情報
方法の選択 の発信ができるように工

夫している。
技：収集した情報を判断，

処理し，情報を発信でき
る。

○ ﾍﾟｰｼﾞの作品 ・話し手にはサブテーマの 関：作品をﾃｰﾏに沿ってわか ・作成した ﾍﾟｰｼﾞを ・作成した作品の発表 ・作成した作品をわかWeb web
を発表しょう 設定理由，表現の工夫な りやすく発表しようとし わかりやすく発表でき ができる。 りやすく発表でき

本 ・作品の発表 どを整理して発表できる ている る。 る。
・作品の評価 ように観点を指示してお 〈様相チェック〉 ・発表を聞き，相互に作 ・ ﾍﾟｰｼﾞ作成ｿﾌﾄｳｪ ・ ﾍﾟｰｼﾞ作成ｿﾌﾄｳｪweb web

時 く。 工： ﾍﾟｰｼﾞの内容がﾃｰﾏ 品を評価できる。 ｱを活用し必要最低 ｱを活用し相互評価Web
・聞き手には，発表者の良 に沿った組み立てになっ 限の評価を相手に伝 を正確に相手に伝達

い点を中心に，改善点を ている。 えることができる。 できる。
アドバイスすることを指 〈作品確認〉
示する。

２ ( )情報伝達の安全性と ・作品評価における無責任 関：情報を発信使用とする ・著作権やﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰの保 ・情報の発信における ・情報の発信における4
マナー な評価などの問題点を考 場合に著作権とﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰ 護の必要性を実感した ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰ保護と著作 ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰの保護と著

・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ利用の安全対 えさせる。 を侵害しないようにして 記述が見られる。 権の重要性について 作権の重要性につい
策 ・自己評価ができるような いる。 ・発信しようとする情報 理解している。 て理解し，正確に文

・著作権 項目に加え，感想文を書 〈作品確認〉 の著作権の有無を確か 章化することができ
・ユーザ とﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ く欄を加えた学習プリン めてから発信しようと る。ID
・ﾁｪｰﾝﾒｰﾙ トを準備しておく。 する姿が見られる。
・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｳｲﾙｽ ・情報社会における光と影 関：情報社会の光と影およ
・ﾈｯﾄｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞとﾈｯﾄｵｰｸ の部分についても考えさ び情報モラル・マナーに

ｼｮｵﾝ せるとともに，情報モラ ついて身に付けようとし
ル・マナーを身に付けさ ている。
せる。 〈ﾌﾟﾘﾝﾄ分析〉

・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀを使用する際， 関：ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの使用が，心身 ・心身の健康に影響する
健康への配慮について考 の健康に影響することを ことの記述が見られ
えさせる。 考えようとしている。 る。

〈ﾌﾟﾘﾝﾄ分析〉



技術・家庭科 学習ﾌﾟﾘﾝﾄ 年 組 番氏名3

ﾍﾟｰｼﾞの作品を発表しようweb
ﾒｲﾝﾃｰﾏ：○○中の で「油山の自然」を紹介しようHP
１． ｻﾌﾞﾃｰﾏ： 油山の何を紹介するか。情報収集のﾃｰﾏをきめよう

２．調べた内容についての説明

３．油山のﾍﾟｰｼﾞを作成するために工夫したところ

例→ｻﾌﾞﾃｰﾏの文字をわかりやすく表現した。

調べた内容を項目ごとにまとめた

背景を見やすく構成した



技術・家庭科 学習ﾌﾟﾘﾝﾄ 年 組 番氏名3

ページ作品を評価しようweb
発表者：

〔 〕①サブテーマ：
②良かったところ（工夫が見られたところ，内容，構成）

③改善すべきところ（著作権・ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰに関わる問題点）
（内容や，構成について）

発表者：

〔 〕①サブテーマ：
②良かったところ（工夫が見られたところ，内容，構成）

③改善すべきところ（著作権・ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰに関わる問題点）
（内容や，構成について）

発表者：

〔 〕①サブテーマ：
②良かったところ（工夫が見られたところ，内容，構成）

③改善すべきところ（著作権・ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰに関わる問題点）
（内容や，構成について）



発表者：

〔 〕①サブテーマ：
②良かったところ（工夫が見られたところ，内容，構成）

③改善すべきところ（著作権・ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰに関わる問題点）
（内容や，構成について）

発表者：

〔 〕①サブテーマ：
②良かったところ（工夫が見られたところ，内容，構成）

③改善すべきところ（著作権・ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰに関わる問題点）
（内容や，構成について）

発表者：

〔 〕①サブテーマ：
②良かったところ（工夫が見られたところ，内容，構成）

③改善すべきところ（著作権・ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰに関わる問題点）
（内容や，構成について）
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